
監査人 被監査事業所　わらしこ保育園流山

大項目 中項目 【観察と聴き取りによるGOODPOINTと改善が必要と思われる点】 【回答 改善策（期日）】

通常保育3/（登園）②受け入れ/③視診/④
薬預かり証

・登園時、保護者が記録用紙に、園児の様子などを記入していた。
・薬の預かりがある場合、所定の用紙に記入されていた。預かり薬は処方薬
のみ。

通常保育4/①ロールマット ・ロールマットには目覚めを促す効果があるとの事。一人ずつ、ロールマット
を使用している時に視診・触診などで体の様子を観察するとの事

通常保育5/（遊び）①点検/②消毒/⑥リズム
遊び/⑦環境整備

・裸足で外遊びを元気にしており、フロアに入るとき、シャワーで泥を落とし、
着替えをしていた。
・人の触れ合いを大事にしたいと、0歳児の部屋以外はフリーとなっている。
感染症が発生したとき以外は、0歳児の部屋も通常はフリーで皆が行き来で
きる。

通常保育10/（午睡）④ＳＩＤＳチェック/①調乳
室滅菌器の清掃/③園庭整備

・ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）チェックが行われている。

アレルギーについて1/（食物アレルギーに対
する対応）①対応の流れ/②一日の流れ/③
アレルギー発作時の対応

・現在、1名のみ（卵アレルギー）。食器を分けるなど対応している。

保育書類1/（記録）②保育・出席状況の記録
/④緊急連絡簿

・個別の保育計画書に準ずるものがあるが、正式な書式は決定していない。
・園児別のファイリングではなく、要件別にファイリングしていた。

12月末に作成済み

緊急・防災1/（避難訓練）③火災想定実施と
振り返り

・毎月、避難訓練・不審者対策訓練が行われているとの事。どこからでもフ
リーに入ってこれる構造から、今後は防犯対策としてカメラの設置も検討して
いる。

監査実施日

報告事項

被監査事業所名

内　　　　　　容

わらしこ保育園流山

実施日時：　2017年　11　月　21　日　（　火　）　10　：00　～　12　：00

監査結果
＜被監査事業所のコメント＞
・こどもが自由で主体的な生活が送れる環境を作ることは、職員の努力が不可欠です。今後もこどもの願いがかなう保育園であり続けたいと
思います。

＜監査人の総評＞
・園庭が狭く感じたがこどもたちはのびのびと生活していた。また、保護者ではすぐに手を差し伸べてしまいそうなシーンでも保育士が見守っ
ていた。
・職員の保育の姿勢が保護者の信頼という形に結びついているのだと感じた。

監査項目
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監査項目

利用者事故対応 ・日々の、すりむき等細かなけがはあるものの、事故報告として報告はしてい
ない。

こどもは、小さな怪我をしながら大きな怪我とならないよう日々
の遊びの中で体の使い方や加減等を学んでいくものと考えて
いる。保護者にも入園時に話をして理解を得ているが、お迎え
の時には小さい怪我でも丁寧に伝えている。今後も小さな怪我
の中に改善点が必要な場合は事故報告とし、会議の中で共有
していきたい。

生活環境 ・園庭との出入りがフリーのため、床は汚れがちになる。毎日の掃除は、園児
が雑巾がけを行っている。

利用者アンケート ・「わらしこ親の会」の活動が保護者を中心に行われていて、お手伝いしてい
るとの事。
・委員会活動は行われていない。各行事別の担当が決まっていて、その職員
を中心に活動が行われているとの事。

研修 ・主に、外部研修に参加している。研修報告書は、ファイリングされている。

情報共有 ・毎週学習会で、職員全員で園児の様子を話しあい、今後どのような対応を
するか共有されている。
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